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パルサー星雲は energeticな電子陽電子加速源であり、電波から TeVガンマ線まで広帯域でシンクロトロン放
射と逆コンプトン放射で明るい放射を持つ。X線帯域では主にシンクロトロン放射で輝いており、そのスペクト
ルは電子の最高エネルギーや磁場など重要な情報を持つ。近年になり、いくつかのパルサー星雲のX線スペクト
ルに折れ曲がりがあることが発見された (e.g., Tsujimoto et al. 2011, Nynka et al. 2014, Hitomi collaboration
et al. 2018)。しかし、現在までに提唱されているパルサー星雲のスペクトルモデルではX線帯域の折れ曲がりは
説明できず、さらなるサンプルが必要とされてきた。
我々はスピンダウンエネルギーの大きなパルサーのパルサー星雲で軟 X線から硬 X線まで観測が行なわれて

いる N157B, PSR J1813−1749, PSR J1400−6325, G21.5−0.9の 4天体について Chandra, Suzaku, NuSTAR,
Hitomiのデータを用い、広帯域X線スペクトル解析を行なった。その結果、全てのサンプルで single power-law
より broken power-lawもしくは cut-off power-lawの方がよりよくスペクトルを再現する、つまりスペクトルは
X線帯域で折れ曲がりがあることを示した。break energyは 4-14 keV程度であり、スピンダウンエネルギーや年
齢などとの明確な相関は見られなかった。


